
誘導ブロックの有無についても分類を設けたが、結果として該当の経路

が細分化され、それぞれの経路を調査協力者が歩行する距離が短くなり、

分析が限定的になった。そのため今回は分類をより大きくし、分析に当

てはまる経路の距離を長くすることで、全体の傾向を把握することを試

みた。

注 10) 芝田（2003）11）によれば、白杖の操作方法にはタッチテクニックと

スライド法の二種類がある。タッチテクニックとは白杖を両方の肩幅よ

りやや広く左右均等に弧を描くように振り、両端は地面に軽く触れ、弧

の中心は地面から３～５㎝浮かす方法である。スライド法とは基本操作

はタッチテクニックと同様であるが、杖の先端を地面から離さずに左右

に振る方法である。本稿ではタッチテクニックを「タッチ」、スライド法

を「スライド」の呼称で示した。また人見他（2007）３）では、白杖の使

い方を「スライド」「タッチ」「持ち上げ」、加えてこれら３種を複合させ

た「複合」に分けている。本研究では、「複合」は「スライド」「タッチ」

を複合させたものとし、「その他」は「持ち上げ」を含む、上記範疇に属

さない白杖の動きとした。

注 11) 人見他（2007）３）は環境の要素を「床・地面」「誘導ブロック・異

なる材質」「縁石」「壁・フェンス」「階段」「段差」「柱」「障害物」に分

類した。本研究でもこの分類をもとに分類を作成した。なお本調査にて、

「縁石」とは道路端に設置される L 型側溝の道路側から見た立上り部分と

し、「段差」とはそれ以外の乗り越えることができる構造物、「壁」とは

乗り越えることのできない壁状の構造物のこととする。

注 12) ここでの「経路」とは、歩行された各道路形状の中心を結んだもの

であり、実際の歩行軌跡とは異なる。

注13) ここでの障害物に関して、道路構造を形成するガードレールや排水溝、

誘導ブロックなどは算入していない。また、道路の両側に存在するすべ

ての障害物を算入した。なお、駅前などで道路に垂直に駐輪された多数

の自転車に関しては、全体を１個とした。

注 14) 歩行速度は、全体の歩行距離を歩行時間で除して算出した。この際、

信号待ちの時間は除外した。

注 15) 動作回数とは、10m あたりの平均動作回数のことを示す。

注 16) クラスター分析には階層的手法のウォード法を用いた。

注 17)「慣れの程度」についての基準は以下の通りである。まず、表１に示

した「調査対象地の歩行年数」がそれぞれ７ヶ月、５ヶ月と短い事例 A・

Bを「小さい」とした。また失明以前より調査対象地を歩行しているものの、

インタビューより調査対象地の歩行に強い不安を表明した事例 D、並び

に外出頻度が少なく調査対象地で迷うことがあると述べた事例 I について

も「小さい」とした。事例 E は調査時の見え方になってからの期間は短

いが、外出頻度が高く経路を知悉しているとインタビューで述べたため

「大きい」とした。事例 F・J は調査時の見え方になってからの期間が長く、

インタビューにて調査対象地を知悉していると述べたため「大きい」と

した。事例 C・G・H は毎日調査対象地を歩行しているため「大きい」と

した。

注 18) 該当の対象物は「縁石／壁／微少な段差／障害物／段差解消ブロック

／異なる材質／柱／グレーチング／段差／その他／無し」である。微少

な段差は主に L 字側溝とアスファルト舗装の境界部に、異なる材質・グ

レーチングは主に民地と歩道の境界部において見られ、他の対象物もほ

ぼ道路端部に存在した。
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This study aims to elucidate the anticipation factor in a street with uphill stairs. The maximal anticipation position and 
strength was defined by computer graphics animation. The results led to an equation for estimating anticipation. The 
maximal anticipation distance was directly proportional to the observer’s view angle. The increase of this distance 
depended also on the increase of the stairs slope angle as well as the increase of their rise. The anticipation strength was 
directly proportional to the value of the stairs run and inversely proportional to the angle of the stairs slope.
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R=0.782

R=0.622

0.03 ≦ tanV ≦ 0.60 ， 1/6 ≦ I ≦ 1/1
2.0m ≦ H ≦ 5.0m ， 1.2m ≦ D ≦ 6.8m

2.85m ≦ HL ≦ 34.70m ， 1/6 ≦ I ≦ 1/1
2.0m ≦ H ≦ 5.0m ， 1.2m ≦ D ≦ 6.8m

R=0.88

F0＝178.20＞F(1,52)(0.01)＝7.15　
より有意水準1%で有意

重相関係数
重相関決定係数
期待感最大位置
予測式 (m)

R=0.782

= 6.94　　　　  +5.43
L = 6.94tanV+5.43

H - 1.5
H I + D-1

標準刺激 標準刺激

・

I : 階段勾配 H : 階段高低差 D : 踊場の踏幅HL : 階段水平距離

被験者：8名 期待感強さME値
（幾何平均）

1/1
30

140 ～1201008060～ 40

0

5

10

15

20

25
1/2

1/3

1/4

1/5

1/6
1.2

2.0 3.5 5.0
4.0 4.0 4.06.8 6.8 6.82.0 3.5 5.0 1.2 1.2

I

D(m)
H(m)

H
L
(m)

H(m)

����������������

�HL�H I  + D�-1
�

2.0階段高低差 H
階段勾配 I 1/6 1/5 1/4 1/3 1/2 1/1

3.5 5.0 2.0 3.5 5.0 2.0 3.5 5.0 2.0 3.5 5.0 2.0 3.5 5.0 2.0 3.5 5.0

A

B

0
3

6

9

15

40

12

~~ ~~ ~~ ~~ ~~ ~~ ~~
期
待
感
最
大
位
置　

(   )m
L

������������������

(m)

踊場の踏幅 D
1.2m
4.0m
6.8m
平均

被験者：12名

R=0.７９

F0＝84.80＞F(1,52)(0.01)＝7.15
より有意水準1%で有意

重相関係数
重相関決定係数
期待感最大位置
予測式 (A=e )

R=0.622

=4.41×10(H I+D)+3.74 
L = 4.41×10 HL+3.74

-1

-2

-2
・Y

�2)

47

53

54

55

80

96

118

131

132

49

96

113

126

133

137

64

67

54

58

49

45

60

52

53

54

65

37

58

51

61

49

45

45

60

123

114

99

94

64

134

127

112

100

87

75

132

129

109

121

85

72

132

147

126

106

104

48

137

139

126

128

115

51

147

128

125

108

94

74

135
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= 5.82　　　　    +5.50

= 6.59　　　　    +5.29
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0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

9
8
7
6
5

0

10

10

10

(m)

(m)
987654321

0.50.40.30.20.1

0

0

期待感最大位置実験値

見上げ角度の正接tanV

期
待
感
最
大
位
置
予
測
値

(m)
期
待
感
最
大
位
置
予
測
値

R=0.98
a.右端

F0＝136.13＞F(1,7)(0.01)＝12.25　
より有意水準1%で有意

重相関係数
手摺設置箇所

重相関決定係数
期待感最大位置
予測式

R=0.952

�13��������������������

~~ ~~

a.右端
c.中央

b.両端
d.両端・中央

a.右端
c.中央
手摺無し

b.両端
d.両端・中央

（L = 6.94tanV+5.43）

0.04 ≦ tanV ≦ 0.40
1/6 ≦ I ≦ 1/1 , 2.0m ≦ H ≦ 5.0m

= 6.44　　　　    +5.44
L’a = 6.44tanV+5.44

H - 1.5
H I + 4.0-1・

被験者：13名

期待感強さME値
（幾何平均）

140～

120

100

80

60

～ 40

1/6
2.0 3.5 5.0
1/3.5 1/1 1/6 1/3.5 1/1 1/6 1/3.5 1/1階段勾配I

階段高低差 H(m)

階段水平距離(m)

右端

両端

中央

・両端中央

5.65 7.15 8.65 9.78 13.90 15.03 20.28 22.90 31.90HL

右端

両端

中央

・両端中央

R

手
摺
設
置
箇
所

R

手
摺
設
置
箇
所

�12��������������

�11����������������

手摺設置箇所 R 被験者：15名両端右端 中央 両端・中央 平均

H

I

踊場の踏幅

変数 2：階段高低差 H 変数 3：手摺設置箇所 R

歩行距離

右端 両端

中央 両端・中央

対象パターン
3(I )×3(H )×4(R )=36パターン

標準刺激
I=1/3.5 , H=3.5m , R=なし

建物間口階段分節点
建物間距離

街路幅員

手摺設置箇所 R 階段勾配

40m

1m
7m

4m

7m

3m

3
パ
タ
ー
ン

4
パ
タ
ー
ン

変数 1：階段勾配 I

3
パ
タ
ー
ン

������������������

A’

B’

I=1/6

I=1/3.5

I=1/1

H=2.0m

H=3.5m

H=5.0m

建物高さ

重相関係数
手摺設置箇所

重相関決定係数
期待感最大位置
予測式

重相関係数
手摺設置箇所

重相関決定係数
期待感最大位置
予測式

重相関係数
手摺設置箇所

重相関決定係数
期待感最大位置
予測式

R=0.97
b.両端

F0＝103.62＞F(1,7)(0.01)＝12.25　
より有意水準1%で有意

R=0.94
L’b = 6.59tanV+5.29

H - 1.5
H I + 4.0-1

R=0.95
c.中央

F0＝68.70＞F(1,7)(0.01)＝12.25　
より有意水準1%で有意

R=0.91
L’c = 5.62tanV+5.69

H - 1.5
H I + 4.0-1

R=0.94
d.両端・中央

F0＝52.00＞F(1,7)(0.01)＝12.25　
より有意水準1%で有意

R=0.88
L’d = 5.82tanV+5.50

H - 1.5
H I + 4.0-1

= 5.62　　　　    +5.69

2

2

2

・

・

・

2.0
I 1/6 1/3.5 1/1

3.5 5.0 2.0 3.5 5.0 2.0 3.5 5.0

A’

B’

0

3

6

9

40~~ ~~ ~~ ~~期
待
感
最
大
位
置　

(   )m
L’

H (m) 0.04tanV 0.050.090.110.130.170.280.40

A’

B’

0

3

6

9

40~~ ~~ ~~ ~~ ~~ ~~ ~~ ~~ ~~期
待
感
最
大
位
置　

(   )m
L’

I：階段勾配
H：階段高低差 tanV：見上げ角度の正接

�1)

�2)

62

53

57

53

113

81

99

87

98

77

83

69

62

53

57

53

152

130

147

128

133

111

120

112

86

61

73

71

81

67

80

72

152

119

149

135

141

116

135

120

86

61

73

71

81

67

80

72

98

77

83

69

113

81

99

87

133

111

120

112

141

116

135

120

152

130

147

128

152

119

149

135
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小 小

大 大

短

小

長

大

階段水平距離 HL
5.65m ��HL ��19.60m 19.60m ��HL ��24.70m 24.70m ��HL ��31.90m

大 小階段勾配 I

期
待
感
強
さ

期
待
感
強
さ
の
比
率
α

期待感強さ

小 大期待感強さ

大 小期待感強さの比率α

R=右端 R=両端 R=中央 R=両端・中央 R=手摺無し

R=両端

I=1/1,H=5.0m,HL=8.65m

R=両端

I=1/3.5, H=3.5m,HL=20.28m

R=両端

I=1/6, H=5.0m,HL=31.90m

R=両端・中央

I=1/1, H=5.0m,HL=8.65m

R=右端

I=1/1, H=5.0m,HL=8.65m

R=中央

I=1/1, H=5.0m,HL=8.65m

R=手摺無し

I=1/1, H=5.0m,HL=8.65m

R=両端・中央

I=1/3.5, H=3.5m,HL=20.28m

R=右端

I=1/3.5, H=3.5m,HL=20.28m

R=手摺無し

I=1/3.5, H=3.5m,HL=20.28m

R=中央

I=1/3.5, H=3.5m,HL=20.28m

R=両端・中央

I=1/6, H=5.0m,HL=31.90m

R=手摺無し

I=1/6, H=5.0m,HL=31.90m

R=右端

I=1/6, H=5.0m,HL=31.90m

R=中央

I=1/6, H=5.0m,HL=31.90m

�15������������������������������

見上げ角度の正接 tanV

階段勾配 I

階
段
高
低
差
H

近遠

大

大
大

小
小

遠

小近

期
待
感
最
大
位
置

期待感最大位置

I=1/1,H=5.0m

tanV=0.40 tanV=0.28

I=1/1,H=3.5m

tanV=0.13

I=1/3.5,H=3.5m

tanV=0.04

I=1/6,H=2.0m

I=1/1,H=3.5m

I=1/1,H=2.0m

(m)階段水平距離HL

�14������������������

0

1

2

3

4

5

6

1.0
0.8

1.2
1.4
1.6
1.8
2.0

0

654321

5 10 15 20 25 30 35

0

0

期待感強さ実験値（対数値）

期
待
感
強
さ
予
測
値（
対
数
値
）

比
率
α

~~ ~~ ~~ ~~ ~~

a.右端
c.中央

b.両端
d.両端・中央

a.右端
c.中央

b.両端
d.両端・中央

Y

5.65m ≦ HL ≦ 31.90m
1/6 ≦ I ≦ 1/1 , 2.0m ≦ H ≦ 5.0m 

比率α＝
手摺がある場合の期待感強さ( A’a or A’a or A’c or A’d )

手摺がない場合の期待感強さ（A=e ）

重相関係数
手摺設置箇所

重相関決定係数
期待感強さ
予測式 (A’a = e  )Y’a

重相関係数
手摺設置箇所

重相関決定係数
期待感強さ
予測式 (A’b = e  )Y’a

重相関係数
手摺設置箇所

重相関決定係数
期待感強さ
予測式 (A’c = e  )Y’c

重相関係数
手摺設置箇所

重相関決定係数
期待感強さ
予測式 (A’d = e  )Y’d

R=0.91
a.右端

R=0.832

Y’a = 3.56×10 HL+3.95-2

= 3.56×10(H I+4.0)+3.95
-1-2

・

F0＝34.57＞F(1,7)(0.01)＝12.25　
より有意水準1%で有意

R=0.88
b.両端

R=0.772

Y’b = 3.28×10 HL+4.19-2

= 3.28×10(H I+4.0)+4.19
-1-2

・

F0＝22.91＞F(1,7)(0.01)＝12.25　
より有意水準1%で有意

R=0.87
c.中央

R=0.762

Y’c = 3.44×10 HL+3.93-2

= 3.44×10(H I+4.0)+3.93
-1-2

・

F0＝21.96＞F(1,7)(0.01)＝12.25　
より有意水準1%で有意

R=0.92
d.両端・中央

R=0.842

Y’d = 3.74×10 HL+4.03-2

= 3.74×10(H I+4.0)+4.03
-1-2

・

F0＝36.30＞F(1,7)(0.01)＝12.25　
より有意水準1%で有意
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（2011年11月 7日原稿受理，2012年 4月24日採用決定）

－ 1852 －


